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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成24年3月22日(2012.3.22)

【公開番号】特開2010-134232(P2010-134232A)
【公開日】平成22年6月17日(2010.6.17)
【年通号数】公開・登録公報2010-024
【出願番号】特願2008-310734(P2008-310734)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   5/30     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/13363  (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/1335   (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   5/18     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  64/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   5/30    　　　　
   Ｇ０２Ｆ   1/13363 　　　　
   Ｇ０２Ｆ   1/1335  ５１０　
   Ｃ０８Ｊ   5/18    ＣＦＤ　
   Ｃ０８Ｇ  64/16    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年2月3日(2012.2.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記式
【化１】

［式中、Ｒ１およびＲ２は夫々独立して、水素原子、炭素原子数１～１０の芳香族基を含
んでもよい炭化水素基またはハロゲン原子を示し、ｍおよびｎは夫々独立して０～４の整
数を示す。］
で表される単位（Ａ１）および下記式
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【化２】

で表される単位（Ｂ）を含み、単位（Ａ１）と単位（Ｂ）とのモル比（Ａ１／Ｂ）が２５
／７５以上９０／１０以下のポリカーボネート共重合体からなり、下記式（１）
　　　Ｒ（４５０）＜Ｒ（５５０）＜Ｒ（６５０）　　　（１）
［但し、Ｒ（４５０）、Ｒ（５５０）およびＲ（６５０）は夫々、波長４５０ｎｍ、５５
０ｎｍ、６５０ｎｍにおけるフィルム面内の位相差値を示す。］
を満たす光学フィルム。
【請求項２】
　下記式（２）および（３）
　　　０＜Ｒ（４５０）／Ｒ（５５０）＜１　　　（２）
　　　１．０１＜Ｒ（６５０）／Ｒ（５５０）＜２　　　（３）
を満たす請求項１記載のフィルム。
【請求項３】
　単位（Ａ１）と単位（Ｂ）とのモル比（Ａ１／Ｂ）が２５／７５以上４０／６０未満で
あり、光弾性定数の絶対値が２５×１０－１２Ｐａ－１以下である請求項２記載のフィル
ム。
【請求項４】
　ポリカーボネート共重合体が、下記式
【化３】

で表される単位（Ａ２）および下記式
【化４】

で表される単位（Ｂ１）を含む請求項３記載のフィルム。
【請求項５】
　下記式（４）～（６）



(3) JP 2010-134232 A5 2012.3.22

　　　Ｒ（４５０）＜０　　　（４）
　　　－１０＜Ｒ（５５０）＜１０　　　（５）
　　　０＜Ｒ（６５０）　　　（６）
を満たす請求項１記載のフィルム。
【請求項６】
　単位（Ａ１）と単位（Ｂ）とのモル比（Ａ１／Ｂ）が４０／６０以上６０／４０未満で
あり、光弾性定数の絶対値が２５×１０－１２Ｐａ－１以下である請求項５記載のフィル
ム。
【請求項７】
　ポリカーボネート共重合体が、下記式
【化５】

で表される単位（Ａ２）および下記式

【化６】

で表される単位（Ｂ１）を含む請求項６記載のフィルム。
【請求項８】
　下記式（７）
　　　Ｒ（４５０）＜Ｒ（５５０）＜Ｒ（６５０）＜０　　　（７）
を満たす請求項１記載のフィルム。
【請求項９】
　単位（Ａ１）と単位（Ｂ）とのモル比（Ａ１／Ｂ）が６０／４０以上９０／１０以下で
あり、光弾性定数の絶対値が３０×１０－１２Ｐａ－１以下である請求項８記載のフィル
ム。
【請求項１０】
　ポリカーボネート共重合体が、下記式
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【化７】

で表される単位（Ａ２）および下記式
【化８】

で表される単位（Ｂ１）を含む請求項９記載のフィルム。
【請求項１１】
　位相差フィルムである請求項１記載のフィルム。
【請求項１２】
　請求項１１記載の位相差フィルムを具備した液晶表示装置。
【請求項１３】
　請求項１記載のフィルムと偏光層とからなる円偏光フィルム。
【請求項１４】
　請求項１３の円偏光フィルムを反射防止フィルムとして用いた表示素子。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　すなわち、本発明によれば、
　１．下記式

【化１】

［式中、Ｒ１およびＲ２は夫々独立して、水素原子、炭素原子数１～１０の芳香族基を含



(5) JP 2010-134232 A5 2012.3.22

んでもよい炭化水素基またはハロゲン原子を示し、ｍおよびｎは夫々独立して０～４の整
数を示す。］
で表される単位（Ａ１）および下記式
【化２】

で表される単位（Ｂ）を含み、単位（Ａ１）と単位（Ｂ）とのモル比（Ａ１／Ｂ）が２５
／７５以上９０／１０以下のポリカーボネート共重合体からなり、下記式（１）
　　　Ｒ（４５０）＜Ｒ（５５０）＜Ｒ（６５０）　　　（１）
［但し、Ｒ（４５０）、Ｒ（５５０）およびＲ（６５０）は夫々、波長４５０ｎｍ、５５
０ｎｍ、６５０ｎｍにおけるフィルム面内の位相差値を示す。］
を満たす光学フィルム。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　３．単位（Ａ１）と単位（Ｂ）とのモル比（Ａ１／Ｂ）が２５／７５以上４０／６０未
満であり、光弾性定数の絶対値が２５×１０－１２Ｐａ－１以下である前項２記載の光学
フィルム。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　５．下記式（４）～（６）
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　　　Ｒ（４５０）＜０　　　（４）
　　　－１０＜Ｒ（５５０）＜１０　　　（５）
　　　０＜Ｒ（６５０）　　　（６）
を満たす前項１記載の光学フィルム。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　６．単位（Ａ１）と単位（Ｂ）とのモル比（Ａ１／Ｂ）が４０／６０以上６０／４０未
満であり、光弾性定数の絶対値が２５×１０－１２Ｐａ－１以下である前項５記載の光学
フィルム。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　７．ポリカーボネート共重合体が、下記式
【化１３】

で表される単位（Ａ２）および下記式
【化１４】

で表される単位（Ｂ１）を含む前項６記載の光学フィルム。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】削除
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【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　８．下記式（７）
　　　Ｒ（４５０）＜Ｒ（５５０）＜Ｒ（６５０）＜０　　　（７）
を満たす前項１記載の光学フィルム。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　９．単位（Ａ１）と単位（Ｂ）とのモル比（Ａ１／Ｂ）が６０／４０以上９０／１０以
下であり、光弾性定数の絶対値が３０×１０－１２Ｐａ－１以下である前項８記載の光学
フィルム。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　１０．ポリカーボネート共重合体が、下記式
【化２１】

で表される単位（Ａ２）および下記式
【化２２】

で表される単位（Ｂ１）を含む前項９記載の光学フィルム。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
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【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　１１．位相差フィルムである前項１記載の光学フィルム。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　１２．前項１１記載の位相差フィルムを具備した液晶表示装置。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　１３．前項１記載のフィルムと偏光層とからなる円偏光フィルム。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　１４．前項１３の円偏光フィルムを反射防止フィルムとして用いた表示素子。
が提供される。
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　以下、本発明を詳細に説明する。
＜ポリカーボネート共重合体＞
　本発明の光学フィルムは、単位（Ａ１）および単位（Ｂ）を含むポリカーボネート共重
合体からなる。
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００３３】
（単位（Ａ１））
　単位（Ａ１）は下記式で表される。
【化２７】

【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　ｍおよびｎは、夫々独立して０～４の整数を示す。
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　単位（Ａ１）として、９，９－ビス（４－ヒドロキシフェニル）フルオレン、９，９－
ビス（４－ヒドロキシ－３－メチルフェニル）フルオレン、９，９－ビス（４－ヒドロキ
シ－３－エチルフェニル）フルオレン、９，９－ビス（４－ヒドロキシ－３－ｎ－プロピ
ルフェニル）フルオレン、９，９－ビス（４－ヒドロキシ－３－イソプロピルフェニル）
フルオレン、９，９－ビス（４－ヒドロキシ－３－ｎ－ブチルフェニル）フルオレン、９
，９－ビス（４－ヒドロキシ－３－ｓｅｃ－ブチルフェニル）フルオレン、９，９－ビス
（４－ヒドロキシ－３－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）フルオレン、９，９－ビス（４－ヒ
ドロキシ－３－シクロヘキシルフェニル）フルオレン、９，９－ビス（４－ヒドロキシ－
３－フェニルフェニル）フルオレン等から誘導される単位が挙げられる。これらの単位（
Ａ１）を誘導する化合物は、単独でまたは二種類以上を組み合わせて用いることもできる
。
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【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
（組成比）
　ポリカーボネート共重合体中の、単位（Ａ１）と単位（Ｂ）とのモル比（Ａ１／Ｂ）は
、２５／７５以上９０／１０以下り、好ましくは３０／７０以上９０／１０以下である。
モル比（Ａ１／Ｂ）が２５／７５未満の場合、ポリカーボネート共重合体の波長分散性が
逆分散性ではなくなり、光学特性に問題がある。モル比（Ａ１／Ｂ）が９０／１０を超え
るとポリカーボネート共重合体のガラス転移温度が高くなるため、加工性に問題がある。
また、光弾性定数が３０×１０－１２Ｐａ－１を超える。また組成比は、仕込み比と重合
後の組成比のずれを０．５ｍｏｌ％以内、好ましくは０．３ｍｏｌ％以内に制御する必要
がある。０．５ｍｏｌ％を超える場合、波長分散性が大きく変化するため、品質に問題が
ある。モル比（Ａ１／Ｂ）は、日本電子社製ＪＮＭ－ＡＬ４００のプロトンＮＭＲにて測
定し算出する。
【手続補正３３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７５】
（好ましい態様）
　本発明のフィルムの好ましい態様として以下のフィルム（Ｉ）、フィルム（ＩＩＩ）、
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フィルム（Ｖ）が挙げられる。
【手続補正３４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０７
【補正方法】削除
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【補正の内容】
【手続補正４４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１９
【補正方法】削除
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【補正の内容】
【手続補正５４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３５】
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【表１】

【手続補正５８】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３６】
【表２】

【手続補正５９】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３７】
【表３】
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